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Uremia is a state with diminished immunological responsiveness. For the purpose of evaluating 

the vulnerability of uremic patients to pulmonary tuberculosis, an epidemiological study was done. 

The subjects were 2034 dialysis patients in 1976 and 2403 dialysis patients in 1977. Among them 42 

males and 21 females suffered from pulmonary tuberculosis.

Prevalence, incidence, mean duration of the disease, mortality and fatality of pulmonary tuber

culosis in the dialysis patients were 1242/105, persons•Eyear, 932/105, 1.3 year, 155/105 and 17% in male 

and 1072/105, 804/105, 1.3 year, 0/105 and 0% in female, respectively. The prevalence, incidence, 

mortality and fatality were 1.9, 6.4, 9.7 and 1.5 times higher in male dialysis patients than those in the 

general population, respectively. The prevalence and incidence were 3.5 and 12.4 times higher in 

female dialysis patients than those in the general population. The mean duration of the disease was 

shorter in dialysis patients: 28% in both sexes of those in the general population.

Pulmonary tuberculosis occupied 67% in male and 44% in female of all tuberculosis among 

dialysis patients on June 30, 1976, whereas it was 96% in male and 90% in female among the general 

population. Pulmonary tuberculosis occupied 63% in male and 35% in female of all tuberculosis 

developed during 1976 among the dialysis patients in contrast to 93% in male and 82% in female 

among the general population. Pulmonary tuberculosis occupied 50% in male and 0% in female 

of all deaths from tuberculosis among dialysis patients, which were much lower than 97% in male 

and 91 % in female among the general population.

Prevalence, incidence, mean duration of the disease, mortality and fatality of tuberculosis with 

solely pulmonary lesions were 932/105, 854/105, 1.1 year, 155/105 and 18% in male and 402/105, 670/

105, 0.6 year, 0/105 and 0% in female, respectively among dialysis patients.

Tuberculosis with solely pulmonary lesions occupied 50% in male and 17% in female of all tuber

culosis among dialysis patients on June 30, 1976. This type of tuberculosis occupied 58% in male 

and 29% in female of all tuberculosis developed during 1976 among the dialysis patients. This type 

of tuberculosis occupied 50% in male and 0% in female of all deaths from tuberculosis among dialysis
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patients.

Thus, for the first time, a very high vulnerability of pulmonary tuberculosis and the shorter course 

of the disease among dialysis patients were proved epidemiologically. Furthermore, the present study 

demonstrated a relatively low frequency of pulmonary tuberculosis among all tuberculosis among 

dialysis patients in comparison with that among the general population.

緒 言

細胞性免疫不全1)～3)のあ る透 析患者 においては結核に

罹 りやす く,抵 抗力が弱い4)5)。斯様 な患者に お け る肺

結核 の発生状況な明 らかにす るためア ソケー トに よる疫

学的調査な行なつた。

対象お よび方法

1977年 秋 の時点で人工透析研究会に登録 されていた全

国の400施 設 な対象 としアンケー トに よる調査な行なつ

た。1978年 春 までに190施 設 より解答が あ り,そ の うち

161通 が調査 目的に適つ ていた。仔細は第1報 に記 した 。

対照に は透 析患者 と同 じ性,年 齢構成 な持 ち実在 し うる

人 口42,883,000人 の一般住民 な仮定 し,一 般住民に おけ

る性別,年 齢別の罹患率,有 病率,致 命率,死 亡率 と透

析患 者の性別,年 齢別患 者構成 か ら計算に よ り一般住 民

におけ る各疫学指標の期待 値な算出 し比 較 した5)～9)。そ

の際引用 した数値は透 析患 者の年齢 分布 が1978年 の もの

であ るのな除 き調査年度 と同 じ年度 のものな 用いた7)～9)。

統計値 の検定は χ2検定に よつた。

結 果

1976年6月30日 時点におい て161施 設で治療な受けて

い た患者数 は男子1,288名,女 子746名,計2,034名 であ

つた。そ の時点 での結核有病者数は男子24名,女 子18名,

計42名 であつた。そ の うち肺に病巣な有 した のは男子16

名,女 子8名,計24名 であ り,肺 のみに病巣 な有 した も

のは男子12名,女 子3名,計15名 であつ た。1976年 中に

新 たに結 核な発 病 した透 析患 者は男子19名,女 子17名,

計36名 であ り,う ち肺 に病巣な有 した患者 は男子12名,

女 子6名,計18名 であつた。 この うち肺 のみに病巣 な有

した ものは男子11名,女 子5名,計16名 であつた。1976

年 中に結核で死亡 した ものは男子4名,女 子3名,計7

名で あ り,う ち肺に病巣な有 した患者は男子2名,女 子

0名,計2名 であつた。 この うち肺のみに病巣な有 した

ものは男子2名,女 子0名,計2名 であつた。

1977年6月30日 時点に おい て161施 設で治療な受けて

いた透 析患者 数は男子1,496名,女 子907名,計2,403名

であつた。そ の時点 での結核有病者数 は男子45名,女 子

31名,計76名 であ り,う ち肺 に病巣な有 した ものは男子

26名,女 子13名,計39名 であつた。 この うち肺 のみに病

巣な有 した ものは男子20名,女 子7名,計27名 であつ た。

な お本研究では厚生省等の一般住民におけ る統計7)～9)と

比較す るため胸膜の結核は肺の結核に包含 され てい る。

1)　透析患者におけ る肺結核の疫学(表1)

本邦 の統計に従い,こ こで も肺に病巣な有す る結核な

肺結核 とす る。有病率は1976年 において透析患者男子で

10万 人当 り1,242,女 子 では1,072で,透 析患者群に年

齢,性 なマ ッチさせ た対照一般住民に おけ る男子 の10万

人当 り663,女 子の306に 比 べ男子で1.9倍(p<0.01),女

子で3.5倍(p<0.001)高 かつた。1977年 の有病率は透

析患者男子で1,738,女 子 で1,433で 対照一般住民 の男子

576,女 子247に 比 べ男子で3倍(p<0.001),女 子 で5.8

倍(p<0.001)と 著 しく高かつた。 また前年度 に比 べ透

析患者男子 で1.4倍(N.S.),女 子で1,3倍(N.S.)高

くなつ ていた。 他方,一 般住民 では男子 で0.9倍(p<

0.001),女 子で0.8倍(p<0.001)と 前年に比 べ低 くなつ

ていた。両年度 とも一般住民では男子の有病率が女子 よ

りそれぞれ2.2倍,2.3倍 と高 く(い ずれ もp<0.001),

透析患者で もそれぞれ1.2倍,1.2倍 と同様の傾向であ

つた(N.S.)。 男女間 の差は透析患者群で少なかつた。

罹患率は透析患者群 の場合1976年6月30日 時点におけ

る161施 設 の全透 析患者数 な分母に,1976年 中に 同161

施設 で発病 した肺結核症 な分子 とし,さ らに10万 人当 り

に換算 した。透 析患者 男子 の罹患率 は10万 人 当 り932,

女子で804で あ り,対 照 一般住民の男子145,女 子65に

比 べ,男 子で6.4倍(p<0.001),女 子で12.4倍(p<

0.001)と 著 し く高か つ た。男女な比 べ ると一般住 民で

は男子が女子 の2.2倍(p<0.001)高 く,透 析患者 で も

男子で女子 の1.2倍(N.S.)と 高い傾 向であつた。 ここで

も男女間 の差は透析患者群で少なかつた。

平均有病期間は透析患者男子で1.3年,女 子 も1.3年

であ り対照一般 住民 の男子4.6年,女 子4.7年 と比べ著

し く短かつた。 なお平均有病期間は有病率/罹 患率で表

され,そ の性 質上有意差検定 は適用 できない。

死亡率 は透 析患者 男子 で10万 人当 り155,女 子で0で

あ り,対 照一般住民 の男子16,女 子5に 比 べ男子 で9.7

倍(p<0.001)と 著 し く高かつた。死亡率 の男女差なみ

ると一般住民群では男子が女子 の3.2倍(p<0.001)高

か つた。透析患者 で も同様 の傾 向であつた(N.S.)。
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致 命率は透 析患者 男子 で17%,女 子 で0%で あつた。

一 般住民では男子11% ,女 子8%で あ り,透 析患者 では

一一般住 民に比 べ男子 で1.5倍(N.S.)と 高い 傾向であつた。

一般住民群 で男子 の致命率は女子 の1 .4倍(p<0.001)と

男子で高かつた。透析患者群で も同様の傾向 で あ つ た

(N.S.)。

2)　 肺のみに病巣な有す る透 析患 者結 核症 の疫学(表

2)

有病率は1976年 において男子で10万 人当 り932,女 子

で402で あ り,男 子は女子 の2.3倍(N.S.)と 高 い傾 向

表1　 透 析患者 と一般 住民†におけ る肺結核症††疫学

の比較

†:年齢および性の構成な透析患者群とマッチさせた同じ年度にお

ける仮想の一般住民群.

††:肺に病巣がある結核すべてな含む.な お胸膜も肺に含む.

§:対応する一般住民との間にp<0.001で 有意差あり.

π:対応する一般住民との間にp<0.01で 有意差あり.

*:対 応する女子との間にp<0.001で 有意差あり.

表2　 透 析患 者 に お い て肺 のみ に 病 巣 な有 す る結 核

の疫 学

であつた。1977年 には男子で1,337,女 子で772で,男 子

は女子 の1.7倍(N.S.)と 高い傾 向であつ た。 男女 とも

前年に比べお のお の1.4倍(N.S.),1.9倍(N.S.)と 高 く

な る傾 向であつ た。

罹患率 は男子 で10万 人 当 り854,女 子で670で あ り男子

で高い傾 向であつた(N.S.)。

平均有病期間は男子で1.1年,女 子で0.6年 であ り,

女子で一層短い傾向であつた。

死亡率は男子155,女 子0で あ り男子で高い傾向であ

つ た(N.S.)。

致命率は男子18%,女 子0%で 男子で高い傾 向であつ

た(N.S.)。

なお肺 のみに病巣な有す る一般住民結 核患 者の疫学的

デー タは見当た らず比較で きなかつた。

3)　透 析患 者全結 核に占め る肺結核 の割合(表3)

1976年6月30日 現在透 析患 者において肺結核有病者 の

全結核有病者に対 す る割 合は男子で67%,女 子 で44%,

男女合わせた場合57%で あ り,透 析患者群 と年齢,性 な

マ ッチ させた一般住民群 におけ る割 合が男子で96%,女

子で90%,男 女合 わせ ると94%で あるの と比 べると著 し

く低かつた(3対 ともp<0.001)。1977年6月30日 時点

での肺結核有病者 の割合 は透析患者群に おい て一層少 な

くな り男子で58%,女 子で42%,男 女合わせ ると51%で

あ り,一 般住民 の男子96%,女 子88%,男 女合わせて93

%に 比 べ著 し く低かつた(3対 ともp<0.001)。

1976年 中の肺 結核罹患者数の全結核罹患 者数に対 す る

割合は透析患者男子で63%,女 子で35%,男 女合わせた

場合50%と 対照一般住民で男子93%,女 子82%,男 女合

わせた場合 の90%に 比 べ著 しく低かつた(3対 ともp<

0.001)。

1976年 の肺結核に よる死亡者数の全結核死亡者数に対

す る割合は透析患者男子で50%,女 子0%,男 女合わせ

た場合29%で あ り,一 般住民で男子97%,女 子91％,男

女合わせた場合 の96%に 比べ著 し く低かつた(3対 とも

p<0.001)。

一般住民では有病者
,罹 患者,死 亡者におけ る肺 結核

表3　 透析患者 と一般住民†におけ る肺結 核症††の全結核 に対 す る割合

†:年 齢お よび性の構成な透析患者群 とマ ッチ させた同 じ年度におけ る仮想の一般住民群.

††:肺 に病巣があ る結核すべ てな含む.な お胸膜 も肺に含む.

§:対 応す る一般住民 との間 にp<0.001で 有意差あ り.
*: 対応す る女子 との間にp<0

.001で 有意差あ り.
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表4　 透析患者において肺のみに病巣な有する結核
の全結核に対する割合

*:対応する女子との間にp<0.05で 有意差あり.

の割 合が女子に比 べ男子 で高 く(4対 ともp<0.001),

透析患者で も同様の傾 向であつた(4対 ともN.S.)。

4)　 透 析患 者全結核症 に占める肺 のみに病巣 な有す る

結核の割合(表4)

1976年6月30日 現在透析中の全結核有病者に対 し肺 の

みに病巣 な有す る ものの割合は男子50%,女 子17%,男

女合わせ た場合 は36%で あつ た。男子では女子に比 べそ

の割合が著 し く多かつた(p<0.05)。

1977年6月30日 現在透 析中の全結核透 析患者に対 し肺

のみに病巣な有す る結核患者の割合は男子44%,女 子23

%,男 女合わせた場合36%で あつた。男子では女子に比

べその割合が多い傾向であつた(N.S.)。

1976年 に おけ る結核罹患透析患者中,肺 のみに病巣な

有 した結核 の割合 は男子 で58%,女 子 で29%で あ り,男

女合わせた場合44%で あつた。 やは り男子 でそ の割合が

多い傾向であつた(N.S.)。

1976年 中 の全結核患者死亡者中 この タイプの結核症の

割合は男子50%,女 子0%,男 女合わせた場合29%で あ

つた。 ここで も男子でそ の割合が女子に比べ多い傾向で

あつ た(N.S.)。

5)　 透 析患者肺結核症に 占める肺 のみに病巣な有す る

結核 の割合

透 析患者 における肺結核 の うち肺 のみに病巣 な有す る

ものの割合は1976年 の有病者で男子75%,女 子38%,

1977年 の有病者では男子77%,女 子54%で あつ た。罹患

者では男子92%,女 子83%で あ り,有 病者,罹 患者 とも

男子 で肺 のみ の結核 の割合が多かつた。肺に病巣 のあ る

結核に比較す ると肺 のみに病巣 のあ る結核では平均有病

期 間は短い傾向であつた。

考 案

本研究に よ り透析患者においては一般住民に比 べ肺結

核に著 し く罹 りやす く,経 過が早い ことが疫学的に初め

て明 らか となつた。 また男子では一般住民に比べ肺結核

で死にやす いことも明らか となつた。対象例数が多 くな

れば 女子 の死亡 に関 して も同様 の結果に なるものと思わ

れ る。

肺 結核の有病率 に関 しては2年 間にわたつ て観察 した

が1977年 は前年に比べ透 析患者群 と年齢,性 なマ ッチさ

せた対 照一般住民群 では最近 の傾 向に従 い低下 している

に もかかわ らず,透 析患者では男子1.4倍,女 子1.3倍

と高 くなつ ていた。 この現象は透析患者におけ る結核の

関心が深 ま り,見 落 としが減つて きた結果 と思われ る。

透 析患者に おい ては しば しば診断が困難で剖検に よつて

初 めて診断 され る ものが多い。全結核 の うち剖検に よつ

て診断 され た ものの割合 は著者 らの施設 では20%,著 者

らの全国調査では24%(未 発表 データ),佐 々木 らの報

告 では50%10)と 極 めて多い。更に透 析患 者では死 因が衰

弱あ るいは不明 とされ てい るものが全体 の20%近 くも存

在す る11)。このなかに まだ多数の結 核が隠れてい るもの

と思われ る。それゆえ透析患者においては本結果 よ りも

更に 多 くの肺結核が存在す るものと推測 され る。

肺 のみに 病巣な有す る結核 の有病率 も1977年 には前年

に比べ男子で1.4倍,女 子で1.9倍 と著増 し,同 様の傾

向な示 した。

有病率 と罹患率に関 して透析患者群におけ る男女差 は

一般住 民群 の場合 よりも少 なかつた。 この現象はいずれ

も腎不全 あるいは透析治療 な受け るよ うになつ てか らの

女子の伸び率 が多いためであ り,肺 結核 の発病に 関 して

腎不全お よび透析は女子に一層強 く影響 す ると考 え られ

る。

全結核に 占め る肺結核 の割合は有病者,罹 患者,死 亡

者 と も一般住民に比 べ透析患者で少なかつた。透析患者

群 で男女 間なみ る と,こ の割合は男子 で多かつた。 この

点は透 析患者 において男子 で有病率,罹 患率が高かつた

原 因の1つ な成 す と考 え られ る。

肺 結核の うち病巣が肺 のみ であ るものの割合 は有病者,

罹患者 とも女子に比べ男子で多かつた。即ち女子は男子

に比 べ肺外病巣な伴 うことが多い ことな示 した。

透析患者男女間で疫学的数値に差がみ られたがいずれ

も有意 では なかつた。 しか しな が ら χ2の 値はかな り大

き く,症 例数が もう少 し多 くなれば有意 の判定 とな るも

の と思われ る。

結 語

細胞性免疫能が一般的に低下 し,PPDに 対 す る特異

的皮膚反応 も低下 してい る透析患者においては,肺 結核

に罹 りやす く,経 過が短い こと,ま た死亡 しやすいであ

ろ うことが初 めて明 らか となつた。 さらに透析患者にお

いては全結核 に占める肺結核 の割合が著 し く少 ない こと

も明 らか となつた。

男女な比 べ ると,全 結核に対 す る肺結 核の割 合お よび

肺結核中の肺のみに病巣な有す る結核 の割 合は男子 で多

く,ま た男子の方が肺結核に罹 りやす く,死 にやすいで

あろ うことが明 らか となつた。

御協 力な賜わつた施設各位に深甚な る感謝 の意な表す

る。
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